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二
月
中
旬
、
伊
勢
志
摩
に
旅
行
し
た
。
天
気
予
報
は
旅
行
期
間
中
ず
っ
と
雨
だ
っ
た
。
案
の
定
名

古
屋
か
ら
近
鉄
特
急
で
志
摩
に
向
か
う
と
、
途
中
の
津
や
松
阪
辺
り
で
は
土
砂
降
り
だ
っ
た
が
、
賢

島
が
近
づ
く
と
不
思
議
に
晴
れ
て
き
た
。 

賢
島
手
前
の
鵜
方

う

が

た

駅
で
降
り
て
レ
ン
タ
カ
ー
を
し
、「
伊
勢
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
・
ザ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

に
向
か
う
。
こ
こ
は
二
〇
一
六
年
に
G

7

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
。 

夕
食
前
に
英
虞
湾

あ

ご

わ

ん

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
乗
っ
た
。
晴
れ
上
が
っ
た
湾
内
を
、
真
珠
養
殖
い
か

だ
の
間
を
ぬ
い
な
が
ら
、
小
型
船
で
約
一
時
間
走
る
。
海
か
ら
は
御
木
本
幸
吉
の
住
居
や
迎
賓
館
が

見
え
る
。
陽
が
沈
み
か
け
る
と
、
水
平
線
は
茜
色
に
染
ま
り
、
期
待
通
り
の
見
事
な
サ
ン
セ
ッ
ト
を

楽
し
め
た
。 

 

翌
日
は
ホ
テ
ル
内
の
G
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所
縁
の
会
場
を
巡
る
サ
ミ
ッ
ト
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
後
、
ド
ラ
イ
ブ

し
て
、
的
矢
湾
の
「
か
き
テ
ラ
ス
」
で
生
牡
蠣
や
蒸
し
牡
蠣
な
ど
牡
蠣
料
理
を
堪
能
。
次
は
天
岩
戸

あ
ま
の
い
わ
と

経
由
で
二
見
浦
夫
婦
岩
を
訪
れ
た
。
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
六
十
五

年
振
り
の
訪
問
だ
。
今
年
は
金
婚
式
の
年
な
の
で
夫
婦
岩
を
夫
婦
で
感
慨
深
く
眺
め
た
。 

雨
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
急
い
で
伊
勢
神
宮
内
宮
近
く
の
宿
に
向
か
う
。 

 

前
日
夕
方
か
ら
の
大
雨
は
、
朝
に
は
か
ら
っ
と
晴
れ
た
。 

朝
一
番
に
内
宮
に
向
か
う
。
雨
上
が
り
の
内
宮
は
凛
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
、
陽
の
明
か
り
も
木
々

の
間
か
ら
差
し
込
み
、
厳
粛
な
気
分
で
お
参
り
が
出
来
た
。
外
宮
に
も
お
参
り
し
、
猿
田
彦
神
社
や

佐
瑠
女

さ

る

め

神
社
に
も
詣
で
た
。
猿
田
彦
大
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫
瓊
瓊
杵
尊

に
に
ぎ
の
み
こ
と

の
天
孫
降
臨
の
際
、
地
上

に
案
内
し
た
神
で
、
「
み
ち
ひ
ら
き
の
大
神
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
佐
瑠
女
神
社
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス

が
岩
屋
に
隠
れ
た
と
き
、
そ
の
前
で
踊
り
岩
屋
を
開
け
さ
せ
た
天
鈿
女
命

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

を
祭
っ
て
い
る
。 

お
参
り
を
済
ま
せ
た
後
は
、
お
は
ら
い
町
や
お
か
げ
横
丁
を
散
策
し
た
。 

 

帰
り
は
、
名
古
屋
に
一
泊
し
て
、
熱
田
神
宮
を
訪
問
。
玉
砂
利
を
踏
む
音
の
響
く
中
、
本
殿
に
参

拝
し
た
。
神
宮
は
三
種
の
神
器
の
一
つ
草
薙
剣
を
納
め
て
い
る
。
参
拝
後
、
一
の
鳥
居
の
前
に
あ
る

ひ
つ
ま
ぶ
し
で
有
名
な
「
あ
つ
た
蓬
莱
軒
神
宮
店
」
で
、
鰻
会
席
を
日
本
酒
「
草
薙
」
と
と
も
に
楽

し
ん
だ
。 


